


 イソプロピルメチルフェノールは、幅広い抗菌スペクトルと高い安全性、環境
負荷の少ない抗菌剤であり、薬用化粧品（医薬部外品）の有効成分や
防腐剤として、ハンドソープ、歯磨き粉、制汗剤や防臭用途で幅広く使用さ
れております。 
 しかし水に溶け難いこと、界面活性剤による効力阻害が発生しやすいこと
などから、イソプロピルメチルフェノールは水を多く含む製品には適用が難しいと
されてきました。 
 弊社はより多くのお客様にイソプロピルメチルフェノールをご利用いただくため、
水への任意な溶解と抗菌性能の維持を両立できるイソプロピルメチルフェノー
ル製品の開発を進めて参りました。 
 その完成品を「BIOSOL®-LIQUID」と命名し、第６回化粧品開発展を
御紹介のスタートとさせていただくことになりました。 
 水性化粧品等をお取扱いの皆様に是非ご検討いただきたいと考えておりま
す。 
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はじめに 



製品情報 
１．特徴 
 水に難溶であるイソプロピルメチルフェノールを水性製品へ容易に配合できます。 
 イソプロピルメチルフェノールの防腐（抗菌）効力を低下させない界面活性剤を用い
ており、これまで困難であった溶解安定性と抗菌性能維持を両立しています。 
 

２．外観 
  無色透明～淡黄色透明液 
 

３．組成 
  イソプロピルメチルフェノール １０％ 
  ブチレングリコール、界面活性剤、水 （※外原規収品にて構成） 
     

４．使用濃度 
  化粧品防腐剤 １％以下 （※リーブオン製剤の場合） 
  イソプロピルメチルフェノール配合基準に準じます。 
  ※厚生労働省基準におけるイソプロピルメチルフェノールの配合基準 
    リーブオン製剤：０．１％以下  リンスオフ製剤：無制限 
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水への溶解性 
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攪拌 結晶析出なし 
水にBIOSOL®-
LIQUIDを添加 



可溶化メカニズム 



各種抗菌剤との効力比較 
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 ※ BIOSOL®-LIQUIDはイソプロピルメチルフェノールを１０％配合した製品です。 

   その最少生育阻止濃度は上記数値の約１０倍が予測されます。 



配合による抗菌効果の違い 
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 イソプロピルメチルフェノールは、結晶性が高く水への可溶化が困難でした。また、適切な界面
活性剤を使用しなければ、水に可溶化出来たとしても抗菌効力の失活又は阻害する問題が
ありました。BIOSOL®-LIQUIDは、本来の抗菌効力を損なうことなく水に対しての可溶化を
実現しました。 

可溶化する界面活性剤の種類により 
抗菌効果（MIC）が大きく変わります。 

® 

S.aureus に対するMIC（ppm）  
※イソプロピルメチルフェノールとしての換算値 
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＜製品形態＞ 

  18㎏入り缶 

＜適応法令＞ 

  非危険物。PRTR非該当。詳細はMSDS参照 

＜お問い合わせ先＞ 

  大阪化成株式会社 

  営業本部 生活環境グループ 

住所 ： 大阪市西淀川区中島2-6-11 

電話番号 ： 06-6474-5492 

FAX番号 ： 06-6476-2219 

ホームページ ： http//www.osaka-kasei.co.jp 
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お問い合わせ先 


